
みなさんは「平和」と聞いて、どんなことを思い浮かべますか？家族と一緒にご飯を食べること。
友だちと笑い合って過ごすこと。安心して学校に通えること。こうした何気ない日々は、実はとて
も大切で、かけがえのない「平和」の姿といえます。
しかし今、この時も、報道等であっているように、世界のどこかでは、戦争や紛争が起こってい

ます。住む場所を追われたり、学校に通えなかったり、命の危険にさらされたりしている人々がた
くさんいる状況です。
日本も、かつては戦争に加わっていました。その結果、多くの命が失われ、町や家が焼かれ、何

もかもを失った人たちを生み出しました。私たちは、そのような歴史の上に今を生きています。
このような過去を踏まえて、未来に責任を持つことの大切さを、第２６４代ローマ教皇・ヨハネ

・パウロ2世は、日本に訪れた際、このような言葉で語っています。
「戦争は“人間の仕業”です。過去を振り返ることは、将来に対する責任を担うことです。戦争

と核兵器の脅威にさらされながら、それを防ぐための、各国家の果たすべき役割、個々人の役割を
考えないで済ますことは許されません。平和達成のために、みずからを啓蒙（けいもう）し、他人
を啓発しようではありませんか。再び戦争のないように力を尽くそうではありませんか。」
この言葉は、平和を守る責任が、国や政府だけにあるのではなく、私たち一人ひとりにもあるこ

とを教えてくれます。たとえば、みなさんの日々の行動の中にも、平和をつくる力があります。友
だちを思いやること。違う意見に耳を傾けること。困っている人に手を差し伸べること。そして、
誰かを傷つける言葉や態度を慎むこと。これらは争いを遠ざけ、平和をつくっていく力になります。
未来をつくるのは、私たち一人ひとりです。県民祈りの日が、改めてみなさんが平和について考

えるきっかけに、自分の行動を変えるきっかけになることを願っています。


